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文
化
観
光
立
県
宣
言
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
イ
ベ
ン
ト
西
北
五
地
域
の
最
後
の
火

起
こ
し
が
、
七
月
十
七
日
市
役
所
前
お

ま
つ
り
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は

「手
渡
そ
う
歴
史
の
灯
火
」
 

と
題
し
た
立
県
宣
言
イ
ベ
ン
ト
の
ー
つ

で
、
灯
火
は
立
県
宣
言
に
か
け
る
市
町

村
の
心
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
の
灯
火
は
、
津
軽
金
山
焼

毛
内
秀
登
理
事
長
に
よ
り
マ
イ
ギ
リ
式

で
火
起
こ
し
さ
れ
、
成
田
市
長
の
手
に

よ
り
火
繋
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
西
北
五
地
方
か
ら
集
ま
っ

た
十
四
の
灯
火
が
ー
つ
に
ま
と
め
ら
れ
 

「奥
津
軽
の
灯
火
」
と
し
て
市
内
を
パ

レ
ー
ド
し
た
後
、
宣
言
会
場
で
あ
る
三

内
丸
山
遺
跡
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

と
も
し
び
 

賀
札
万
市
典
倶
の
一
短
火
が
ー
つ
に
 

青
森
県

文
化

観
光
立

県
官
喜
口
 

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
 

発行 五所川原市役所／編集 総務課 〒037-8686 五所川原市字岩木町12番地 か閥35-2111番 



本
市
か
ら
は
劇
団
権
の
音
、
青
年
会
議
所
、
五
所
川
原
合
唱
団
ら
が
参
加
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火繋（つな） ぎに参加した西北五広域代表、 
青年会議所理事長の三浦重義さん、東小学校五
年生の佐々木麻実さん（10)、七ッ館小学校五年
生の佐々木大輔くん（11）の三名は大変ご苦労さ
までした。 

縄
文
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
文
化
遺
産

と
自
然
を
生
か
し
、
知
的
充
足
感
と
心

の
豊
か
さ
を
提
供
す
る
観
光
を
目
指
す

青
森
県
は
七
月
十
九
日
、
青
森
市
の
三

内
丸
山
遺
跡
で
文
化
観
光
立
県
を
宣
言

し
ま
し
た
。
 

遺
跡
で
は
終
日
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
県
内
六
十
七
市
町
村
の
伝
統

芸
能
な
ど
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。
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りi‘器龍り 	 ふれあしい感動．未来 

青森県文化観光立県宣言 

ト
 

西
北
五
地
域
広
域
合
作
の
津
軽
弁
の

劇
神
々
の
祭
り
、
奥
津
軽
フ
ァ
ン
タ
ジ
 

ー
ー
に
は
、市
民
劇
団
機
の
血
旦岩
谷
勇

幸
会
長
）
の
団
員
ら
が
参
加
し
、
西
北

五
市
町
村
の
物
産
品
や
ま
つ
り
、
芸
能

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
本
市
か
ら
は

青
年
会
議
所
の
「
火
ま
つ
り
」
や
立
侵

武
多
な
ど
が
P
R
さ
れ
、
見
物
客
か
ら

盛
ん
な
拍
手
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
 

4 、 lf・！ ‘  E、  血T“叫 h” 

々の祭り～奥津軽フアンタジーか 

タ
方
か
ら
は
各
地
域
で
集
め
ら
れ
た

灯
火
が
知
事
の
持
つ
ト
ー
チ
に
ま
と
め

ら
れ
、
五
所
川
原
合
唱
団
の
合
唱
を
背

に
縄
文
の
森
に
誓
い
の
等
火

（
か
がり

び
）
が
灯
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
知
事
に
よ
り
文
化
観
光
立
県

宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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さ
っ
こ
そ
五
所
川
原
へ
 

五
所
川
原
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

8
月
1
日
か
ら
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

の
 

緊
急
通
報
が

可
能
に
な
り
ま
す
 

ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
 

ス
テ
フ
ァ

ニ
ー
さ
ん
が
 

表
敬
訪
間
 

七
月
二
十
一
日
、中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
し
て
受

け
入
れ
て
い
る
、
ア
メ
リ
カ
人
の
ス
テ

フ
ァ
ニ

ー
・
セ
ツ
コ
・
サ
イ
ト
ウ
さ
ん

が
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
異
な
る

文
化
背
景
を
持
つ
家
庭
や
地
域
社
会
の

生
活
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
国
際
的
な

相
互
理
解
を
培
う
た
め
、
中
央
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
さ
ん
は
日
系
四
世
で

二
十
歳
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
市
か
ら
来
日
し
、
当
市
の
印
象

を

「
緑
が多
く
、
と
て
も
空
気
の
良
い

住
み
や
す
い
街
で
す
ね
」
 
と
語
って
い

ま
し
た
。
 

〔
ノ‘
《
‘〕
 

内
線
 

内
線

5
4
3
 

市
消
防
本
部
総
務
課
 
公
（3
5)
20
1
9
 

又
は
市
福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
課
 
内
線
 

消防緊急通報用紙 FAX番号 34 -0119 

〇印を付けてください。 

火事です 
発生場所 
・自 	宅 

ガス；に ）禽 

救急です 
発生場所・自宅・他（ 	 ) 
傷病者の状態 

_ ;':i 

’てv,1Th 痛いところ〇 出血しているところ× 

薗 7 雄 

( 	 ）備考 

私の器 

緊
急
通
報
用
の
フ
ァ
ク
シ
II、リ
用

紙
を
五
所
川
原
消
防
署
通
信
司
令
室

又
は
市
福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
課
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
注
意
事
項
 

・

所
定
の
用
紙
を
使
用
し
な
い
場
合

は
火
災
・
救
急
等
の
種
別
、
自
分

の
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（救
急
の
場
合
は
患
者
の
状
態
も

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。）
 

・

フ
ァ
ッ
ク
ス
緊
急
通
報
を
受
信
し

た
場
合
は
、
受
信
し
た
こ
と
を
確

認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
必
ず
返
信
し
ま
す
。
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
「
舜
中
学
校
生
徒
会
一
同

廿
慰
問

と
寄
贈

（
一
・
二

・
三
年
生
三
十
三
名
 

に
よ
る
演
劇
と
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
五
十
個
）
 

〇
小
山
内
升
莫
琉
夫
妻

（
蟹田
町
）
廿
慰

問
（
踊
り
）
 

〇
青
森
県
納
豆
協
同
組
合
 
岩
木
納
豆
本
舗
（
川
浪
真
三
郎
代
表
）
廿
寄

贈
 

（納
豆
七
十
五
個
）
 

〇
青
森
県
納
豆
協
同
組
合
 
太
子
商
事
株
式
会
社
青
森
営
業
所
（
寺
田
政
道
代
 

表
）
井
寄

贈
（
納
豆
六
十
九
個
）
 

⑥
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
ど
い
花
店

（土
井
正
行
代
表
）
廿

寄
贈

（
花
・
十
五
鉢
）
 

夏
の
刻
通
安
全
運
動
 

が
実
旗
ざ
れ
ま
し
 

ふ
れ
あ
い
と
 

対
話
が
築
＜
 
明
る
い社
会
 

社
会
を
明
る
く
す
る
連
動
開催
 

七
月
八
日
、
市
中
央
公
民
館
で
第
四

十
八
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
市
民

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
運
動
は
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力

に
よ
り
、
犯
罪
・
非
行
を
防
止
し
罪
を

犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更

生
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

式
で
は
、
私
の
提
言
と
い
う
テ

ー
マ

の
も
と
『さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
か
ら
』
 

と
題
し
、
三
好
中
学
校
三
年
生
の
外
崎

美
代
子
さ
ん
が
 「相
手
の
心
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
持
っ
て
あ
い
さ
つ
を
す
れ

ば
、自
然
と
良
い
人
間
関
係
に
な
る
と
思

う
」
と
発
表
し
、
身
近
な
こ
と
か
ら
始

め
る
人
間
関
係
の
重
要
さ
を
訴
え
て
い

ま
し
た
。
 

交
通
ル
ー
ル
は
守
り
ま
し
よう
 

七
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
日
の
十

一
日
間
、
事
故
撲
滅
の
た
め
夏
の
交
通

安
全
運
動
が
市
内
各
所
で
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
運
動
で
は
 「子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止
」
 
「
若者
の
無
謀
運
転

の
追
放
」
 
に重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
 

二
十
一
日
は
、
市
長
、
五
所
川
原
警

察
署
長
等
七
十
三
名
が
参
加
し
た
交
通

街
頭
指
導
が
旧
ロ
ー
タ
リ
ー
で
行
わ
れ
、
 

歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
マ
ス
コ
ッ
ト

を
配
布
し
交
通
事
故
防
止
を
市
民
に
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
二
十
二
日
、
二
十
七
日
に
は
シ
 

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
一
斉
指
導
が
、
二
十

四
日
に
は
自
転
車
、
バ
イ
ク
等
の
街
頭

安
全
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全

意
識
の
周
知
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
 



市
働
く
婦
人
の
家
 

費
 
（
3
5)
8
8
9
8
 

F
A
X
(3
5)
8
95
3
 

市
民
プ

ー
ル
を
 

利
用
で
き
な
い

日
の
お
知
ら
せ
 

市
教
育
委
員
会
 
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
 

内
線

5
6
1
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国
土
利
用
計
画
法
の
大
規
模
な

土
地
取
引
の
届
け
出
制
度
が

事
後
届
出
制
に
な
り
ま
す
 

企
画
課
 
内
線

4
6
1
 

7
月
2
6日
か
ら
始
ま
っ
た
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り

遂
に
立
侯
武
多
が
そ
の
巨
大
な
姿
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
 

4
月
か
ら
始
ま
っ
た
製
作
に
は
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
多
く
の
市
民
の
方
々
の
協
力
を
項
き
ま

し
た
。
完
成
し
た
立
侯
武
多
か
ら
は
市
民
み
ん
な
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
8
月
5
日
か
ら
 

7
日
の
運
行
で
は
、
活
力
あ
る
元
気
な
五
所
川
原
魂

の
ン
、
ノ
ボル
 「立
侯
武
多
」
を
是
非
皆
さ
ん
も
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
駅
前
ね
ぶ
た
小
屋
に
お
い
て
、
8
月
1
日
か

ら
2
4日
に
か
け
て
立
侯
武
多
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
 

運
行
前
に
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

夏まつり突入 

立侵武多がその勇姿をあらわすノ 

平
成
1
0年
9
月
1
日
以
降
に
締
結
さ

れ
る
契
約
か
ら
事
後
届
出
制
に
な
り
ま

す
。
 

◇
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
 

・

市
街
化
区
域
 
2
、
0
0
0
 
2
m
以
上
 

・

市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
化
区

域
 
5
、
0
0
0
2m
以
上
 

・

都
市
計
画
化
区
域
以
外
の
区
域
 

1
0
、
0
0
0
2m
以
上
 

◇
届
出
を
行
う
者
 

土
地
取
得
者
（
買
主
）
 

◇
届
出
は
い
つ
ま
で
行
う
か
 

契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
2
週
間
以
 

内
に
市
役
所
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
届
出
事
項
 

土
地
の
利
用
目
的
、
契
約
金
額
等
 

今月の立侯武多 其ノ八 
東京ドーム出陣まであと128日 

「バラバラのパーツが組み合わされて
いよいよ完成。その姿は 1 日までお
楽しみです。」 

●

8
月
1
3日
困
 
お
盆
 

●

8
月
2
2日
田
5
2
3日
同

五
所
川
原
地
区
夏
期
水
泳
大
会
 

一
 

こ
の
期
間
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
ー
 

で
お
間
違
い
の
無
い
よ
う
お
願
い
い
一

た
し
ま
す
。
 

一
 

運転はゆったりノ、ートにしっかりベルト 

( ）内は、前年対比 

青森県内 五所川原警察署管内 

発生 
4.283 

(+ 54) 

184 
(+7) 

死者 
68 

(+13) 

4 

(+1) 

傷者 
5,095 

(-33) 

219 
(-1) 

毎月1日は、県民交通安全の日 

五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署 

ー交通安全は家庭から

交通事故概況 

県
民
手
帳
・
県
勢
グ
ラ
フ

・
 

青
森
県
の
姿
・
青
森
県
統
計
年
鑑
 

の
予
約
申
し
込
み

に
つ
い
て
 

血 

五所川原市 
1998 

青
森
県
統
計
協
会
か
ら
、
平
成
1
1年

版
統
計
刊
行
物
の
予
約
申
し
込
み
依
頼

が
き
て
い
ま
す
。
県
民
手
帳
・
県
勢
グ

ラ
フ
・
青
森
県
の
姿

・
青
森
県
統
計
年

鑑
と
も
身
近
な
最
新
デ

ー
タ
が
満
載
で

す
の
で
、
五
所
川
原
市
を
も
っ
と
知
り
 
 た

い
方
は
是
非
ど
う
ぞ
企
画
課
ま
で
お
 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
1日
固
 

〈
男
の
料理
教
室
〉
 

ー
そ
う
め
ん
を
美
し
く
食
べ
る
ー
 

●

8
月
2
7日
困
 

1
8時
3
0分
ー
2
0時
3
0分
 

◇
講
師
 
竹
林
恵
子
さ
ん
 

〈
手
話教
室
〉
 

●

9
月
3
日
困
、
1
0月
1
5日
困
 

毎
週
木
曜
日
7
回
講
座
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

◇
講
師
 
青
森
県
ろ
う
あ
協
会
五
所
川
 

原
支
部
 

〈老
人
介
護
講
習
会
〉
 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
3
級
 

●

9
月
8
日
因
5
9
月
1
9日
国
 

日
程
に
つ
い
て
は
、
当
館
に
お
問
い
 

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

（
但
し
、テ
キ
ス
ト
代
他
9
、
0
0
0
円
）
 

◇
受
講
資
格
 

全
科
目
に
出
席
で
き
る
方
（
全
科
目
 

出
席
の
方
に
は
修
了
証
書
が
交
付
さ
 

れ
ま
す
）
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
5日
因
ま
で
 

(
 

ぐ
 



長
者
森
墓
地
へ

の
 

臨
時

バ
ス

を
運

行
し

ま
す
 

都
市
計
画
課
 

内
線

3
2
1

・
3
2
3
 

津
軽
ア
ー
ト
リ
バ

ー
 

小
学
生
の
参
加
者
募
集
 

（
社
）
五
所
川
原
青
年
会
議
所

公
（3
5)
4
0
4
9
 

梅
沢
地
区

で
 

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
 

梅
沢
支
所
 
費

（2
8)
21
1
1
 

F
A
X
(2
8)
2
8
0
9
 
又
は
 

神
理
容
所
 
公

（2
8)
3
2
7
0
 

T
、
3
年
生
は
保
護
者
同
伴
）
 

◇
参
加
料
 
1
、
0
0
0
円
 

（
昼
食

・
保
険
料

・
写
真
代
含
む
）
 

自
衛
官
募
集
の
 

お
知
ら
せ
 

自
衛
隊

青
森
地
方
連
絡

部
 

五
所
川
原
募
集
事
務
所
 

公
（3
5)
2
3
0
5
 

又
は

市
民
課

内
線

2
2
1
 

舞
台
設
備
操
作
技
術
 

講
習
会
 

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン

タ
ー
 

（
オル
テ
ン
シ
ア
）
 

費
 
（3
3)
2
1
1
1
 

F
A
X
(3
3)
2
0
0
6
 

国
際
交
流
の
集
い
 

公
（3
9)
1
0
4
6

・
古
川

公
（3
5)
8
1
2
1

・
浅
見
 

◇運行経路（各停留所停車） 

営業所 ～ 駅前 一 松島団埋l一 

墓地（葬斎苑前） 

月日 営業所発 駅前発 松島団地 墓地着 墓地発 

8/13*) 
11:00 
14:00 

1
1
 ．
ー
 
 

.

.
 

.

.
  

に
J
 
!
hJ
  

‘
ー
 
d

ー
 
 

ー
．

ー
  

11:25 
14:25 

・

1
4
 
4
1

4
  

.
 
.
 

.

.
  

ー
ー
 

0
0
  

.

.
 

,
.
  

〔
ノ』
 
【
h
〕
 
 

ー
ー
 
ー

ー
 

0
0
  

8刀4倒 16:00 16:15 16:25 16:40 17:10 

8刀5出 16:00 16:15 16:25 16:40 17:10 

8/20*) 14:00 14日5 14:25 14:40 15:10 

今
年
も
お
盆
期
間
中
、
お
墓
参
り
を

す
る
方
々
の
た
め
に
市
の
臨
時
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
 

◇
料
金
 

営
業
所

、
3
5
0
円

・
駅
前

、
3
3
 

0
円

・
松
島
団
地

、
2
2
0
円
 

「川
に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
の
風
景
」
 

を
描
き
、
自
然
の
豊
か
さ
や
美
し
さ
を

認
識
し
、芸
術
的
感
性
を
養
い
ま
し
ょう
。
 
 

●

8
月
3
0日
同
 

8
時
3
0分

、
1
3時
4
5分
 

岩
木
川
河
川
敷
 

※
雨
天
の
場
合
は
9
月
1
5日
因
に
順
延
 

し
ま
す
。
 

◇
内
容
 
河
川
護
岸
に
対
し
て
、
ペ
ン
 

キ
に
よ
る
動
植
物
の
絵
の
作
成
、
周
 

辺
の
ゴ
ミ
拾
い
等
 

◇
対
象
者
 
小
学
生
3
0人
 

ー
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
 

地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
住
民

参
加
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
し
ま
す
。
 

家
庭
で
は
不
用
と
し
な
が
ら
も
ま
だ

使
え
る
も
の
や
、
自
家
製
の
野
菜
、
手

作
り
の
作
品
な
ど
提
供
で
き
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
出
品
し
て
く
だ

さ
い
。
 

●

8
月
3
0日
同
 
1
0時

、
1
4時

梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

敷
地
内
 

◇
主
催
 
梅
沢
地
区
住
民
協
議
会

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
0日
困
 
 

●

各
募
集
の
受
付
期
間
 

8
月
3
日
⑧

、
9
月
1
1日
固
 

倉
等
陸

・
海
・
空
士
の
募
集
〉
 

◇
資
格
 
1
8歳
以
上
2
7歳
未
満
の
男
女
 

◇
試
験
日
 

男
子
 
9
月
1
6日
困
・
1
7日
困
 

女
子
 
9
月
2
8日
卿
 

〈
航空
操
縦
学
生
〉
 

◇
資
格
 
高
卒
（見
込
）
で2
1歳
未
満
 

の
男
女
 

◇
試
験
日
 
1
次
 
9
月
2
3日
困
 

〈
一
般曹
候
補
学
生
〉
 

◇
資
格
 
1
8歳
以
上
2
4歳
未
満
の
男
女
 

◇
試
験
日
 
1
次
 
9
月
1
9日
田
午
後
 

〈
曹候
補
士
〉
 

◇
資
格
 
1
8歳
以
上
2
7歳
未
満
の
男
女
 

◇
試
験
日
 
1
次
 
9
月
1
9日
田
午
前
 

●

8
月
2
2日
田
、
8
月
2
3日
同
 

9
時
3
0分

、
1
6時
3
0分
 
ふ
る
さ
と

交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
（オ
ル
テ
ン
シ
ア
）
 

◇
内
容
 
舞
台
照
明
・
音
響
設
備
の
取

り
扱
い
、
仕
込
み
・
操
作
等
、
実
技

を
主
体
と
し
た
基
礎
的
な
技
術
指
導

◇
講
師
 
園
ス
テ
ー
ジ
テ
ッ
ク
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
受
講
対
象
者
 
一
般
、
高
校
生
 

◇
募
集
期
間
 
8
月
1
5日
田
ま
で
 

◇
そ
の
他
 
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の

で
、
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

行
政
連
絡
員
 

永
年
勤
続
表
彰
 

永
年
に
わ
た
り
行
政
連
絡
員
と
し
て
 

職
務
に
精
励
さ
れ
、
市
の
発
展
に
尽
く
 

さ
れ
た
次
の
方
々
に
対
し
、
永
年
勤
続
 

表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

深
く
感
謝
い
た
し
、
お
礼
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

◇
1
5年
勤
続
者
（
5
名
）
 

三
上
 
晴
男
（
鎌
谷
町
）
 

木
村
勝
四
郎
（
稲
 
実
）
 

小
野
 
栄
子
（
み
ど
り
町
三
丁
目
）
 

平
山
 
正
治
（
長
 
坂
）
 

粛
藤
 
秀
成
（
中
長
富
）
 

◇
2
0年
以
上
勤
続
者
（
3
名
）
 

葛
西
 
繁
夫

（
七
ッ
館）
 

葛
西
喜
美
雄
（
七
ッ
館
）
 

山
田
 
実
（

尻
 
無
）
 

合
計
8
名
（
順
不
同
敬
称
略
）
◇
 

、
嗣
屍
サ
ロ
ン
ノ
 

外
国
人
の
方
々
と
の
気
軽
な
交
流

の
集
い
で
す
。
 

●

8
月
2
3日
同
 
1
3時

、
1
9時
 

津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組
合
 

◇
会
費
 
1
、
0
0
0
円
 

（バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
代
等
）
 

※
陶
器
試
作
希
望
者
は
別
に
材
料
費
 

7
0
0
円
 

五
所
川
原
甚
句
 

盆
踊
り
大
会
 

五
所
川
原
甚
句
保
存
会
事
務
局

か
（3
5)1
4
2
2
・
千
葉
 

ー
参
加
者
全
員
に
 

1参
加
賞
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

ー
 

●

8
月
1
6日
同
5
8
月
1
7日
同
 

1
9時
ー
2
1時
 
ェ
ル
ム
の
街
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

◇
団
体
に
は
交
通
費
を
支
給
、
個
人

参
加
者
に
は
賞
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
 

◇
そ
の
他
 
仮
装
大歓
迎
で
す
。
ま

た
津
軽
甚
旬
も
あ
わ
せ
て
踊
り
ま

す
。
 

ロ 
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みんなあっまれ ふるさと交流圏民センタ― 
容33 -2 111 月の催物案内 オルテンシアe 

日 曜日 催 	物 開演 入場料 日 曜日 催 	物 開演 入場料 

大
 

ホ
 
ー
 
ル
 

 

7
  

金
  

第 3回五所川原 

フレッシュコンサート 
19:00 

前売 

500円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

。

J
 
 

日
  

中里音楽教室ピアノ発表会 13:00 無 

16 日
  

ガス協会五所川原支会御客様 

感謝デー（金太豆蔵一座上演） 
13:30 無 	料 

。

J
 
 

日
  

第 9回 

青森県歌謡選手権大会 
13:00 

前売 
700円 

当日 
1,000円 

20 木
  平成10年度 

甲種防火管理講習会 
10:00 

20 木
  

松原のぶえ歌手生活 

二十周年記念公演 

14:00 

18:30 

S 席 
6,000円 

A 席 
4,000円 

21 金
  

22 土
  

舞台設備操作技術講習会 9:30 無 

22 土
  

舞台設備操作技術講習会 9:30 無 	料 

23 日
  

23 日
  

健

康

相
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

ー
各

地
区
で
の
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談

ー
 

●

8
月
1
8日
因
 
1
1時
3
0分

、
1
3時
 

水
野
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 

消
防
セ
ン
タ

ー
 

●

8
月
2
4日
回

1
2時
3
0分

ー
1
3時
3
0分

坂
ノ
上
集
会
所
 

コ
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
 

J
 

F
 

成
人
の
相
談
日
L
 

●

8
月
1
2日
困
 

1
0時

、
1
2時
・
1
3時

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

か
ん

た
ん

ノ
 

健
康
レ
ス
ト
ラ
ン
開
催
 

●
8
月
2
8日
岡
 

9
時
3
0分

、
1
2時
3
0分
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
テ
ー
マ
 

ー
肝
臓
を
い
た
わ
り
た
い
あ
な
た
へ
ー
 

「
ご飯
の
お
か
ず
に
も
 

酒
の
肴
に
も
な
る
欲
ば
り
メ
ニ
ュー
」
 

◇
担
当
 
保
健
婦

・
栄
養
士
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

エ
プ
ロ
ン
、
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
 

方
）
、塩
分
測
定
を
希
望
す
る
方
は
み
 

そ
汁
（
小
瓶
に
入
れ
て
）
、漬
け
物
 

(2
1
3
切
れ
）
 

◇
定
員
 
先
着
3
0名
（
参
加
費
無
料
）
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
1
7日
卿
 

体
験
し

て
み

ま
せ

ん
か
 

ウ
ォ

ー
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
 

ー
水
中
運
動
で
 

た
の
し
い
健
康
づ
く
 nノ
く

J
 

●

8
月
2
0日
困
 
9
時

、
1
2時
 

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原
 

◇
対
象
者
 

過
去
一
年
以
内
に
健
診
を
受
け
た
方
 
 

で
運
動
し
て
み
た
い
方
、
ま
た
水
中
 

運
動
に
興
味
の
あ
る
と
い
う
方
 

◇
内
容
 

・

ウ
ォ
ー
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
体
験
 

・

み
な
さ
ん
と
保
健
婦
で
つ
く
る
グ
ル
 

ー
プ
ワ
ー
ク
 
「
自分
に
あ
っ
た
運
動
 

と
健
康
づ
く
り
」
等
 

◇
定
員
 
3
0名
（
参
加
費
無
料
）
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
1
4日
国
 

※
電
話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
そ
の
他
 

血
圧
等
病
気
療
養
中
の
方
は
、
主
治
 

医
に
確
認
の
上
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

●

8
月
2
8日
岡
 
1
3時

ー
 

市
保
健
セ
ン
タ
1
3
階
ホ
ー
ル
 

◇
講
師
 

瀬
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

瀬
川
政
信
先
生
 

◇
テ
ー
マ
 

「肝
臓
の
は
な
し
」
 

（
肝
にも
お
休
み
を
）
 

◇
主
催
 

北
五
医
師
会
・
市
民
保
健
協
議
会
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

8
月
5
日
困
 
1
0時

、
1
6時

イ
ト
ー
ョ
ー
カ
ド
ー
西
側
駐
車
場
 

《
 



材料 
値径8cmのリング型6コ分） 

牛乳 1 	400cc. 
}A 

砂糖」’、 	50g 

ゆであずき（缶詰）1 OOg 

粉ゼラチン 大さじ1 

水 	 50cc. 

	I 
：あずきの ミルクゼリ 

夏のデザート 

五所川原市食生活改善推進員会  

」
一「

一
一
一
一
一
一
 

砂糖の量を抑え、た

っぷりのゆであずきで

甘味を出しています。 

食物繊維も豊富なの

で食べ応えがあります 

作り方 

①ゼラチンは分量の水にふり入れ、ふやかし 

ます。 
②A にゼラチンを加え、中火で煮溶かし、氷 
水にあてて混ぜます。 

③粗熱がとれたらあずきを加え、氷水にあて 
たまま混ぜます。 

④ゆるくとろみがつくまで混ぜ続けます。 
⑤④を水で濡らした型に流し、冷蔵庫で冷 

やし固めます。 

ワンポイント ゆであずきは1 OOgで2l8kcaIo 
低力口I)ーなので、手軽に使えます。 

ンリ寿警T'11TT!誤灘熱 
私の健康づくり響 

「
夫
が一
番の
支
え
で
す
」
 

葛
西
 

光
 
子
さ

ん
（
6
6)
 

ー

若
葉
ー
 

今回はリウマチにかかり、体が不自由にな

りながらも、夫や周囲に支えられ元気に笑顔

で暮らしている葛西光子さんを紹介します。 

リウマチというのは痛みが激しく続き、骨

にまで影響します。 葛西さんも 8年前に右膝 

3年前には左膝に症状が出て関節の手術を受

けました。そのため自分の力だけでは生活に

支障をきたすようになり 4 年前から様々な福

祉サービスを上手に利用しています。 

ヘルパーに買い物を頼んだり、 シルバー人

材センターの人に部屋を掃除してもらったり

老人保健施設でのデイサービスで仲間達と語

り合ったりと生活を向上させています。最近

では社会福祉協議会の配食サービスでタ食を

配食してもらっており、 「こうしたサービス

を提供してくれる方々には感謝の気持ちでい

っぱいです」 と、葛西さんは話しています。 

でもやっぱり、葛西さんの笑顔を支えてい

るのは夫の十郎さんでしょう。十郎さんは理

髪店を経営し朝早くから夜遅くまで仕事に出

ていますが、葛西さんは夫の帰りを待ってタ

食を一緒に食べることにしています。また、 

十郎さんは帰ってくると必ずベッドの端に座

り、 2人の会話の時間をゆっくり持つそうで

す。葛西さんにとってこの時間がとても安ら

ぎになっています。 『巨人フアン』 という共

通の趣味を満喫し、野球中継の日は大声で応

援するなど楽しみも共有しています。 

「これからもリウマチとは根気よく付き合

い、痛みが弱まるときには以前のように自分

で家事をしたい」 と笑顔で話してくれた葛西

さん。病気を乗り越えることは容易ではあり

ませんが、葛西さん夫婦からは病気でも生活

を楽しくできることを教えてくれます。 

救急医療当番医 
彫日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

ノ
一
 

又
v
 
 

日
  

対馬内科小児科医院 五所川原市字田町4-5 34-3431 

又
u
 

ノ
・ノ
 

日
  

佐藤内科小児科医院 五所川原市字弥生町4-2 35-4155 

※注 lI対応時間（電話で確認してから）9:00-
17:OO。 

2．その他、消防署（救急病院案内 廿34-4999) 
で紹介します。 
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立
倭
武
多
を
 

作
る
会
々
長
 

平
山
 
誠
敏
さ
ん
 

?
v「
）
鍾が
 

【
 
三
上
 
真
輝

さ
ん
 

元
気
な
五
所
川
原
を
 

創
り
あ
げ
よ
う
ノ
 

一
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
の
夏
も
立
侵
武

多
が
出
陣
し
ま
す
。
 

今
回
は
商
店
街
の

活
気
を
取
り
房
す
た
め
、
 

駅
前
か
ら
旧

ロ
ー
タ
リ
ー
ま
で
を
運
行
す
る

こ
と
に
決
定
し
、

会
員
や
市
民
の
皆
さ
ん
が

連
日
製
作
に
尽
力
し

て
き
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
ら
し

さ
の
溢
れ
た
市
民
み
ん
な

の
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
 

全
国
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン
ト
 

立
侯
武
多
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
 

県
の
文
化
観
光
立

県
を
き
っ
か
け
に
今
年

製
作
し
た
立
倭
武
多
が
、

多
く
の
市
民
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
完
成
し
ま
し
た
。
 

地
元
に
自
信
と
誇
り
の
も
て
る
夏

ま
つ
り

に
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、

多
く
の
子
ど

も
達
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

全
国
の
人
々
が
楽
し
め
、
感
動
で
き
る
2
0
 

世
紀
の
最
後
の
大

イ
ベ
ン
ト

を
五
所
川
原
に

来
て
、
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
 

、
 

日（曜） 時間 行 	 事 場 	所 

8/3 
(月) 

18:00 五穀大虫様（55.9m ）運行 大
ブ
 
町

ラ
 

1ザ
 
・

M
 
2

前
 
丁

出
 
目

発
  10:00 虫おく り運行 市 内 一 円 

8/4 18:20 虫おく‘J 火まっり 駅前～岩木河原 
（火） 

19:30 第49回花火大会 岩 木 河 原 

8/5 19:00 ねぷた運行 市 内 一 円 

（水） 19:00 立倭武多運行 五所川原駅～旧ロータリ 

8/6 19 : 00 ねぶた運行 市 内 一 円 

（木） 19 : 00 立倭武多運行 五所川原駅一司日ロータリー 

9:30 
，・

  

1
64
4
 

 

小
中
 
学
学
 
校
校
 
目
 
撲
 
大
 
会
 

回
回
た
武

北
北
行
運

第
第
ね

立

西
西
運
多

五
五
 
行
 

菊ケ丘 

8/7 
（金） 10:00 

水郷公園相撲場 

市 内 一 円 

19:00 五所川原駅一司日ロータリ 
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